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決
算
状
況
を
ま
と
め
る
中
で
は
、

各
種
の
財
政
指
標
等
の
算
定
も
行
い

ま
す
。

　

グ
ラ
フ
は
、
平
成
18
年
度
を
基
準

と
し
て
、
平
成
19
年
度
の
各
指
標
の

変
化
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
フ

が
外
側
に
広
が
っ
た
方
が
、
財
政
状

況
と
し
て
は
、
好
転
し
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
の

強
弱
を
示
す
指
数
で
す
。
地
方

交
付
税
の
基
準
財
政
収
入
額
、

基
準
財
政
需
要
額
か
ら
計
算
さ

れ
ま
す
が
、「
１
」
以
下
で
あ

れ
ば
、
そ
の
不
足
部
分
は
地
方

交
付
税
が
交
付
さ
れ
、「
１
」

以
上
で
あ
れ
ば
、
地
方
交
付
税

は
不
交
付
と
な
り
、
自
前
の
財

源
だ
け
で
い
わ
ゆ
る
「
標
準
的

行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

県
内
19
市
の
中
で
は
８
番
目

で
し
た
。
19
市
の
平
均
は
０
・

６
０
９
な
の
で
平
均
以
上
の
財

政
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
借
金
で
す
。

一
人
当
た
り
の
地
方
債
残
高

（
借
金
残
高
）
は
１
４
８
５
円

ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

主
に
保
育
園
・
児
童
館
・
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
の
た
め
に
借
り
入

れ
た
た
め
で
す
。
地
方
債
残
高

と
し
て
は
、
若
干
増
え
ま
し
た

が
、
借
入
額
は
前
年
度
に
比
べ

９
・
７
％
の
減
と
な
り
、
特
に

将
来
の
財
政
状
況
を
圧
迫
す
る

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方

債
残
高
は
普
通
会
計
分
と
し
て
、

３
６
５
億
１
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
下
水
道
・
水

道
事
業
等
、
特
別
会
計
・
公

営
企
業
会
計
を
合
計
す
る
と

９
６
７
億
９
千
万
円
に
な
り
ま

す
。

　

地
方
債
の
元
利
償
還
金
に
加

え
、「
地
方
債
の
元
利
償
還
金
に

準
ず
る
も
の
（
＝
準
元
利
償
還

金
）」が「
標
準
財
政
規
模
」
に

占
め
る
割
合
を
表
す
も
の
で
、

18
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
の

借
り
入
れ
に
許
可
を
要
す
る
よ

う
に
な
り
、
25
％
以
上
に
な
る

と
地
方
債
の
発
行
が
一
部
制
限

さ
れ
ま
す
。
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
公
債
費
等
と
い
う
義
務
的

経
費
か
ら
み
る
も
の
で
す
。
昨

年
度
に
比
べ
０
・
６
％
上
昇
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
下
水
道
事
業

等
の
公
債
費
へ
の
繰
出
金
が
増

加
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因

で
す
。
し
か
し
借
入
許
可
を
要

す
る
18
％
に
は
余
裕
が
あ
り
ま

す
。

　

全
国
的
に
公
務
員
を
減
ら
す

努
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
定

員
の
削
減
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、市
で
は
、

合
併
に
よ
る
行
政
管
理
部
門
の

統
合
等
と
も
相
ま
っ
て
職
員
数

の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
一
人
当
た
り
の
人
件

費
・
物
件
費
等
は
７
千
円
余
増

加
し
ま
し
た
。
合
併
の
効
果
に

よ
っ
て
人
件
費
は
減
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
地
図
情
報
シ
ス
テ

ム
統
合
経
費
等
が
増
額
と
な
り

全
体
的
に
は
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
行
政
改
革
等
を
進
め
、
よ

り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費

（
経
常
的
経
費
）
の
た
め
に
「
経

常
一
般
財
源
」（
市
税
・
地
方

交
付
税
等
）
が
ど
れ
だ
け
消
費

さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
で
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
３
・
１
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。（
昨

年
度
84
・
５
％
）
こ
れ
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
や
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が

増
加
し
た
ほ
か
、
特
に
下
水
道

事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加

し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。
全
国

自
治
体
の
現
在
の
財
政
状
況
の

中
で
は
お
お
む
ね
適
正
な
状
況

と
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
指
標
か
ら
み
て
も
、
市
の
財

政
状
況
は
健
全
財
政
が
維
持
さ

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

■
財
政
指
標

財
政
力
指
数

地ち
ほ
う
さ
い

方
債
残
高

職
員
数

経け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

常
収
支

比
率

実じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ

質
公
債
費　
　

比
率

1 2 3 4 5 6

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

チ
ェ
ッ
ク
！

行政の
効率化は
進んでいるんだ。

次ページ
からは
新指標で
説明！

財政の体力
をみる…

財政の
借金をみる…

借金の財政
負担をみる…

人口当たり
の職員数

行政運営
経費をみる…

財政の
ゆとりをみる…

財政力指数 地
ち ほ う さ い

方債残高 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率 職員数 人件費・物件費等 経
けいじょうしゅうし

常収支比率

合併の効果は？
安曇野市の財政体力は？

０
・
６
３
６

人
口一
人
当
た
り
残　
　

高

37
万
３
９
２
４
円

14
・
４

人
口
千
人
当
た
り
職　
員

６
・
95
人

人
件
費
・

物
件
費
等

人
口
一
人
当
た
り
11
万
３
９
５
３
円

87
・
６

　

安
曇
野
市
と
し
て
は
、
３
回

目
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

合
併
の
効
果
や
行
政
改
革
に
よ

る
行
政
効
率
化
の
一
端
が
表
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。一
方
、経
常
収

支
比
率
の
上
昇
の
原
因
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
他
会
計
へ
の
繰

出
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
そ
の
会
計
の
必
要
経
費
が

増
大
し
て
い
る
た
め
で
す
。
本

年
度
か
ら
は
新
た
な
指
標
と
し

て
、財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
、

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
将
来
負
担
比
率
が
公

表
と
な
り
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ

か
ら
詳
し
く
掲
載
）。
各
会
計

は
赤
字
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
赤

字
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

将
来
負
担
比
率
は
47
・
１
％
と

な
り
ま
し
た
。
数
字
と
し
て
は

高
い
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
財
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
注
視
さ
れ
て
い
く

も
の
に
な
り
ま
す
。
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分　 析 「決算統計」でみる市の財政状況
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1. 財政力指数

2. 地方債残高
　（人口一人当たり）：円

3. 実質公債費比率

4. 職員数（人口 1,000 人当たり）

5. 人件費・物件費等
　（人口一人当たり）：円

6. 経常収支比率




